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論 文 内 容 の 要 旨
去勢牛の若令肥育とは, 雄子牛を3か月で去勢し6か月で離乳して, その後12か月間, 育成肥育し45
0kgの肉牛に仕上げる肥育方式である｡ 本論文は和牛を用いて, この型の肥育試験を10回にわたって行な
い, その成果をとりまとめたものである｡
1. 黒毛和種の去勢若令肥育牛の発育曲線は, 年休各部位とも, 種牛雄の場合と同様直線的である｡ た
だし牛の体幅を示す部位は種牛雄をかなり上まわり, 逆に牛体の垂直方向と水平方向- の発育は若干おく
れる傾向がある｡ したがって肥育末期には同月令の種牛雄よりは, やや小格で体幅のすぐれた肉牛型が作




2. 若令肥育技術の根幹をなす素牛の選定, 飼料給与法および管理法を詳細に研究し, 早皿離乳子牛の
素牛としての不利, 若令肥育における適当な濃厚飼料の配合, 粗飼料多給の方法, ス トー ル牛舎における
けい留式飼育法, セルフフィーダ- の活用などを検討して, 省力的な若令肥育の新しい技術を確立した0
3. 肉用牛の産肉能力を向上する方法として種雄牛の遺伝的産肉能力を間接的に検定することが行なわ
れているが, 著者は肥育試験の結果から現行の検定法を批判し, 改正点を指摘している｡ ことに検定終了
時の決定を330日間という期間でしないで,450±5kgという最終体重でおさえるべきことを, 肉質を正確
に判定する立場から強調している｡
4. 和牛の4品種, 黒毛和種, 褐毛和種, 無角和種および日本短角種について, 産肉能力の特性を明ら




5. 性ホルモンと抗甲状腺剤とを用いてホルモン肥育を行ない, その効果を検定し, 使用法 を確 立 し
モンまたは抗甲状腺剤を併用するとさらに増体効果のますことなどを確かめ, 埋没時期と埋没 量 につ い
ては, Diethylstilbestrolではときつの約120日前 36mg, Hexestrolでは同じく80-85目前60mgを最適
としている｡ またホルモン肥育の機序解明のためにホルモン投与が内分泌腺, ことに下垂体と甲状腺とに
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